
都市計画案に対する意見書の要旨及び区の回答 

 

都市計画の種類及び名称 東京都市計画地区計画 渋谷駅東口地区地区計画 

 

 縦覧期間・場所 意見書の数 

都市計画案の縦覧・意見書

の提出 

令和７年５月 26日から 

令和７年６月９日まで 

 

渋谷区役所都市整備部都市計画

課及び渋谷区ホームページ 

意見書：２通 

 

 

【意見書の要旨と区の回答】 

■都市計画全般に関するご意見 

No. 意見書の要旨 区の回答 

1.  ・ 意見結論 

本地区計画の変更は、その進行におい

て、渋谷区まちづくりマスタープラン違

反及び渋谷区まちづくり条例並びに渋谷

区まちづくり条例施工例違反が複数見ら

れる。これは渋谷区長の渋谷民に対する

裏切りである。従って、ゼロベースで改

めて渋谷駅東口地区地区計画の見直しか

ら行わなければいけない。  

・ 理由 

  本地区計画の検討において、渋谷区まち

づくりマスタープラン及び渋谷区まちづ

くり条例に違反し、地域の渋谷民の参画

ができておらず、渋谷駅東口地区都市計

画も結論の飛躍及び地域理解不足が含ま

れている。 

  【原文：別添１】 

 渋谷駅東口地区地区計画は、原案におけ

る回答のとおり、渋谷区まちづくりマス

タープラン（令和元年 12月）（以下「マ

スタープラン」という。）、渋谷区まちづ

くり条例及び渋谷区まちづくり条例施行

規則に基づき、検討・策定・変更してき

た計画であるため、本都市計画案をゼロ

ベースで見直す考えはありません。 

2.   区は、「渋谷駅東口地区地区計画は、平成

19年から地域の皆様と議論をし、変更を

重ねて作られた計画です。」と言うが、こ

れは渋谷・東地区まちづくり協議会との

議論だと思われ、当協議会は地域の渋谷

民を代表していない。したがって、マス

タープラン第１章１の１（渋谷民の参

 地域の皆様とは、特定の団体のみを示す

ものではなく、地区計画の策定段階から

ご意見をいただいた方々と捉えていま

す。 

 地域においてまちづくりに取り組む団体

（当該地域の住民などで構成され、町

会・商店会及び各種地域団体が参加して
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画）に違反している。 

 本地区計画変更は、マスタープランだけ

ではなく、渋谷区まちづくり条例第２条

（基本理念）、第４条（区の責務）、第６

条第２項（事業者等の責務）、第 11条

（まちづくりマスタープランの策定又は

変更手続）に違反している。 

【原文：別添１】  

おり、当該地域を代表しているというコ

ンセンサスを得られている団体）を、「ま

ちづくり協議会」として渋谷区が認定し

ています。 

 渋谷・東地区まちづくり協議会は、渋谷

区まちづくり条例第２条の基本理念に基

づき、地域におけるまちづくりを目的と

して活動されています。 

3.   本地区計画変更は、人口が激減する地域の

将来について現実的な考慮がないため、マ

スタープラン第１章１の２（未来志向のプ

ロセス型まちづくり）に違反している。【原

文：別添１】  

 渋谷駅東口地区地区計画では、「多様な都

市機能の集積」や「誰もがめぐり歩いて

楽しい多層にわたる歩行者ネットワーク

の形成」などを掲げています。これらの

内容は、都市の利便性や安全性、快適性

を向上させることを通じて、人口減少社

会における持続可能な都市活動の実現に

資すると考えています。 

4.   区が開催する意見交換会等は HP と広報で

しか周知されていない。また、質問に対し

て区の職員が回答するだけでコミュニケ

ーションが成立していないため、本地区計

画変更は、マスタープラン第１章１の３

（シビック・コミュニケーション）に違反

している。【原文：別添１】  

 渋谷区ホームページ及び広報での周知に

加え、渋谷駅東口地区地区計画の区域の

関係権利者の皆様へ郵送やポスティング

により周知しています。 

 意見交換会は、地域の皆様から様々なご

意見やご質問を伺うために実施していま

す。より多くの方が発言しやすくなるよ

うな進行の工夫を検討し、地域の皆様と

双方向のやりとりができる環境づくりに

努めています。 

 また、意見交換会終了後も、必要に応じ

て個別にご意見を伺っており、継続して

ご意見を把握するよう努めています。 

5.   意見交換会の質疑応答内容が HP に公開さ

れない。また、意見は勝手に編集されてい

る。【原文：別添１】  

 意見交換会の主な質疑内容は、意見交換

会の資料と併せて渋谷区ホームページで

公開しています。 

 意見交換会の記録は、できるだけ多くの

方に内容をご確認いただけるよう、読み

やすさや全体の分かりやすさを重視して

要約した形で整理しています。 

6.   地区計画の目標の「賑わいと回遊性を阻害  ご意見として承ります。回遊性の向上
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する要因」に関する記載は、思い込みによ

る屁理屈の飛躍である。 

 鉄筋コンクリート造ビルは、適切に修繕等

を行えば 100 年以上使えるにもかかわら

ず、「老朽化した建築物の更新が進んでい

ない」と表現してしまうのも一方的かつ短

絡的である。 

 目標の３「土地の高度利用」がなぜ必要な

のか説明がない。 

【原文：別添１】  

は、賑わいを増やすだけではなく、歩き

やすさやつながりを高めることで、より

多様な人々が地域の魅力を感じ、快適に

過ごせる環境をつくるための取組みで

す。 

 地域の個性を先鋭化しつつも、まちをつ

なげ回遊性を高めることは、多様な人々

が活動し、安全・安心・快適で、誰もが

めぐり歩いて楽しいまちの実現につなが

ると考えています。 

 老朽化した建築物の更新については、建

替えに限らず、修繕等も重要な選択肢と

認識しています。 

 土地利用の方針（A地区）には、「土地の

高度利用と共同化による商業・業務機能

等多様な都市機能の集積、生活文化の発

信拠点等の拡充」を掲げており、限られ

た都市空間を有効に活用し、まち全体の

質を高めていくために、土地の高度利用

は必要な取組みであると考えています。 

7.   地区施設の整備の方針が、地区計画の目標

及び土地利用の方針を満たすにあたり、必

要条件・十分条件の説明が全くない。【原

文：別添１】  

 地区施設とは、主として街区内の居住者

等の利用に供される公共空地です。 

 本計画では、立体広場空間、歩行者専用

通路、広場、歩道状空地等が該当しま

す。これらは、高低差や交通によって分

断されたまちをつなぎ、歩行者の安全性

や回遊性、賑わいや滞在性を高める空間

として、地区計画の目標を実現するため

に重要な方針です。 

8.   建築物等の整備の方針に「生活文化の発信

拠点としてふさわしい土地利用」、「東京を

代表する文化・交流機能の拠点」や「渋谷

駅前にふさわしい風格」とあるが、実際の

再開発では実現されていない。 

 路面店を排除して、「「渋谷の顔」としてふ

さわしい(中略)まとまった規模の商業・業

務機能の形成」が必要なのか説明がない。 

 「生活文化の発信拠点」や「文化・交流

機能の拠点」は、映画館や商業施設など

も含めて、人々が多様なコンテンツに触

れ、交流し、情報を発信する場としての

文化・エンタメ機能を指しています。 

 路面店を排除するものではなく、多様な

用途が「大・中・小」の多様な規模でミ

ックス・集積・積層していくまちづくり
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【原文：別添１】  を誘導しています。 

9.   その他当該区域の整備、開発及び保全に関

する方針に「地球温暖化やヒートアイラン

ド現象の緩和に寄与する良好な環境づく

り」、「地球環境に配慮した省エネルギー・

資源循環型まちづくり」とあるが、本地区

計画変更では、地下２階から地上４階の立

体広場をつくることで、照明・空調対象面

積を増やし、地球温暖化やヒートアイラン

ド現象を促進し、地球環境を悪化させる。 

 「災害に強いまちづくりを推進」とある

が、駅前に構造物を多くつくることで、災

害時の倒壊リスクを高めている。 

【原文：別添１】  

 ご意見として承ります。 

 渋谷二丁目 22地区の再開発では、熱負荷

の低減、高効率な設備機器の導入、緑化

などに取り組むことで建物の省エネルギ

ー化、エネルギーの効率利用、 ヒートア

イランド現象の抑制などを図ると聞いて

います。 

 また、災害時の建築物の自立性を確保す

る非常用発電機等の整備、帰宅困難者を

受け入れる一時滞在施設や防災備蓄倉庫

の整備により、環境負荷低減と防災対応

力強化を図ると聞いています。 

 

■その他に関するご意見 

No. 意見書の要旨 区の回答 

10.   マスタープラン第７章５（渋谷区の取組

みと役割）にある内容が履行されていな

い。 

 渋谷民向けのまちづくりの勉強会を開く

ため、区に、区施設使用の協力を求めた

ところ、区の事業ではないという理由

で、一般的な法人向け有料区施設使用の

案内しか受けられなかった。 

 地域の渋谷民への配慮が全く見られな

い。 

【原文：別添１】  

・ 渋谷区では、マスタープランに基づき、

地域の主体的なまちづくり活動を支援し

ていくことを基本姿勢としています。 

・ その一方で、特定の公共施設の利用にあ

たっては、すべての区民にとって公平な

運用を行う必要があり、渋谷区が関与し

ている団体の利用や、渋谷区の事業とし

て位置づけられている活動に限っていま

す。そのため、個人の開催による活動

は、一般利用料金でのご案内とさせてい

ただいています。 

・ まちづくりの相談については、広く受け

入れるため、個別に対応をしており、適

切な配慮を心掛けています。 

11.   渋谷・東口地区まちづくり協議会は、入

会を自由に行うことができず、特定のも

のに利益を与えているため、渋谷区まち

づくり条例施行規則第 18条（まちづくり

協議会の認定要件）や渋谷区まちづくり

条例第２条（基本理念）に違反してい

・ 渋谷・東地区まちづくり協議会は、渋谷

区まちづくり条例及び渋谷区まちづくり

条例施行規則に基づき、地区内の町会、

商店会、企業及び各種団体等の代表者や

地区住民などで構成されています。特定

の利益を目的とした組織ではなく、地域
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る。 

 区は指導もせず、渋谷区まちづくり条例

第 21条第１項（４）に基づく認定の取消

しをしていない。 

【原文：別添１】  

におけるまちづくりを目的として運営さ

れています。 

・ 構成や運営は適切に行われており、渋谷

区として認定を見直す必要はないと考え

ています。 

12.   渋谷民の意見を、マスタープランに反映

したとあるが、参画した人数が渋谷区の

人口に対して少なすぎる。 

 渋谷駅東口地区都市計画を見直す前に、

マスタープランを見直すべきである。 

【原文：別添１】  

・ まちづくりマスタープランは、①ワーク

ショップ②提案箱③出張座談会④区民意

識調査⑤大学との共同調査などを行い、

対面やアンケート回答で異なる角度か

ら、また、高校生から高齢者まで幅広く

ご意見をいただいて作成しています。 

・ まちづくりマスタープランはおおむね 20

年ごとに作り替えるものになっており、

10年目（令和 11年頃）に中間見直しを

予定しています。本都市計画前の見直し

策定は難しく、ご理解いただければと思

います。 

13.   渋谷区は、２年前の宮益坂地区第一種市街

地再開発事業に係る都市計画案の際に提

出された意見に対し、「ご意見として承る

とともにいただいたご意見を再開発準備

組合へお伝えします」と回答しているが、

その後、再開発準備組合から近隣関係住民

に一切説明がない。また、住民の意見に対

する渋谷区の回答は実態を反映していな

いものがある。再開発工事が着工してから

では遅いので、渋谷区は、フォローアップ

して、住民の意見に誠実に対応してほし

い。 

 地域住民が現在生活道路として使用して

いる特別区道第 919 号路線の幅員や勾配

で、大型バス等を頻繁に通すことは、安全

上無理がある。渋谷区の大山街道環境整備

事業の影響による交通の負荷を周辺道路

に負わせず、宮益坂地区の計画を変更して

ほしい。 

 宮益坂地区の都市計画手続きの際の資料

 該当する再開発組合からは、複数回に渡

り該当するマンションの管理組合と協議

を行っていると聞いています。また、渋

谷区としても再開発組合と協議を継続し

ています。再開発組合からは、施工会社

が未選定の状況にあり、工期、工法、作

業方法、工事による危害の防止策等につ

いても検討中であるため、これらの内容

が整理でき次第、条例に基づく説明会を

開催する予定と聞いています。 

 特別区道第 919号路線沿いは、神社と一

体となった緑と立体的な緑により、落ち

着いた雰囲気の沿道空間を整備する計画

であることは変わりませんが、個別の再

開発計画についていただいたご意見は、

該当する再開発組合にお伝えします。 

 大山街道環境整備事業に関しては、平成

29年度から実施している、歩行空間拡張

等の社会実験を踏まえて工事を進めてい

ます。 
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や「都市計画案に対する意見書の要旨及び

区の回答」等の情報を、再度渋谷区のホー

ムページに掲載してほしい。今後、渋谷一

丁目 15 地区等の都市計画素案とも密接な

関連性を有する計画であり、渋谷二丁目 22

地区以外の情報を掲載したとしても情報

の混乱を招かないような体裁にするのは

容易である。 

 再開発準備組合は近隣関係住民に計画の

説明義務がある。再開発準備組合に対し

て、近隣関係住民に丁寧な説明を行うよう

指導してほしい。渋谷区は、「都市計画原

案に対する意見書の要旨及び区の回答」に

おいて、再開発準備組合から、複数回にわ

たり該当するマンションの管理組合と協

議を行っていると聞いたと回答している

が、必要なのは東京都中高層建築物の建築

に係る紛争の予防と調整に関する条例（昭

和 53年７月 14日 条例第 64号）第６条に

定める近隣関係住民全般に対する説明会

の開催である。 

 渋谷地区駐車場地域ルールの考え方のと

おり、特別区道第 919号路線及びその周辺

道路の交通量の増加による近隣関係住民

の交通安全上の危険性を低減させるため

に、渋谷区は、宮益坂地区の再開発準備組

合による駐車場の隔地確保がなされるよ

うにしてほしい。 

 駐車場の隔地確保が実現しない場合は、宮

益坂地区の高さを見直す必要がある。渋谷

区は、都市計画法等に基づき、建築物の新

築等について審査する立場として、再開発

準備組合に計画を見直すよう指導してほ

しい。 

【原文：別添２】 

 宮益坂地区第一種市街地再開発事業は、

都市計画審議会を経て、令和５年４月に

都市計画決定したため、情報の混乱を招

かないよう、今回の都市計画素案、原案

については、該当する資料のみの掲載に

しています。 

 また、交通計画については、交通管理者

との協議を経て計画されたものです。安

全対策についてはご意見として承り、事

業者に対し適切な指導を行ってまいりま

す。 
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別添２ 

※意見書の内容を公表する際は、文章を改変したり削ったりせずに、原文のまま全文を掲示してくださ

い。 

渋谷駅東口地区地区計画（案）について 

令和 7年 6月 5日 

１ 住民の意見に対する渋谷区の対応について 

①  2年前の宮益坂地区第一種市街地再開発事業に係る都市計画(以下「宮益坂地区計画」とい

う。)案について、渋谷区ホームページに掲載された「都市計画原案に対する意見書の要旨及び

区の回答」をみると、「ご意見として承るとともにいただいたご意見を再開発準備組合にお伝え

します」と記載されている事項が多い。 

しかし、宮益坂地区市街地再開発準備組合(以下「再開発準備組合」という。なお、令和 7年 4

月 30日に東京都知事により設立認可を受けて市街地再開発組合が設立されているが、事実記載

の便宜のため「再開発準備組合」の名称で記載する。)は、「宮益坂地区 開発計画の概要に関す

る説明について」(令和 4年 6月 24日～7月 4日 視聴用動画公開)以降、近隣関係住民に、建築

に係る計画の進捗状況について一切説明していないので、住民は、再開発準備組合によりどのよ

うな対応が採られたのか分からないままであり、渋谷区の回答は言いっぱなしの状態になってい

る。渋谷区は、フォローアップして、住民の意見に誠実に対応してほしい。 

②  上記①のほか、住民の意見に対する渋谷区の回答は実態を反映していないものがある。例え

ば、上記①の「都市計画原案に対する意見書の要旨及び区の回答」のうち、宮益坂地区に隣接す

る区道 919号線の沿線の整備について、渋谷区は、「地区北側に面する特別区道第 919号路線沿

いにおいては、神社と一体となった緑と立体的な緑により、落ち着いた雰囲気の沿道空間を整備

する計画となっています。」と回答している。 

しかし、渋谷区都市計画審議会の速記録をみると、再開発準備組合は、区道 919号線に大型貨

物車やホテル利用者を送迎するバスを頻繁に通行させることとしていたり、区道 919号線の車線

幅員 4.50mの一方通行部分に駐車場の出入り口の設置を検討したりしている。このように、意見

書に対する渋谷区の回答が実態とは異なっているのに、渋谷区の回答は言いっぱなしの状態にな

っている。渋谷区は、今回の「都市計画原案に対する意見書の要旨及び区の回答」においても、

「いただいたご意見は、該当する再開発準備組合にお伝えします。」と決まり文句を繰り返して

いるが、再開発工事が着工してからでは遅いので、フォローアップして、住民の意見に誠実に対

応してほしい。 

 

２ 宮益坂地区計画の変更について 

宮益坂地区計画案では、区道 919号線の明治通り側の部分について、相互通行化を予定してお

り、今回の都市計画が実行されれば、上記 1の②のとおり、大型貨物車やホテル利用者を送迎する

バスが頻繁に通行することが考えられるが、これらの大型車両は、最大で、全幅 2.5m、全長 12mに

達すると思われる。しかし、そもそも区道 919号線の相互通行化予定部分は、勾配がきつく見通し

の悪い運転上の危険性が極めて高い部分であり、車道部分を拡幅しても 1車線当たりの幅員は 3.0m
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に過ぎないので、このような部分で相互通行化させると交通事故の多発が懸念される。 

また、上記 1の②のとおり、再開発準備組合は、宮益坂地区計画において、車線幅員 4.50mの一

方通行部分に駐車場の出入り口の設置を検討している。今回の都市計画では、この一方通行部分を

約 2.0m拡幅することとしているが、拡幅されるのは歩道部分であり、車道幅員に変化はない。こ

のため、最大で、全幅 2.5m、全長 12mに達する大型バス等が駐車場に入庫する際に、車体が路肩に

はみ出すおそれもあり、区道 919号線を利用し続ける近隣関係住民にとっては極めて危険である。 

そもそも宮益坂地区に再開発準備組合が巨大な宿泊・集客施設等を建築することによる交通量増

加の負荷を、宮益坂地区で日常生活を営んでいる「住む人」、「働く人」、「学ぶ人」、そして近隣の

事業施設に「来る人」等が現在、専ら生活道路として利用している区道 919号線及びその周辺道路

に負わせるのは無理がある。このような無理のある計画になっているのは、渋谷区が推進している

大山街道環境整備事業の影響がある。令和 6年 10月から宮益坂の坂中で整備工事が始まっている

同事業により、大山街道は片側 1車線になり、交通量が制限されている。このため、再開発準備組

合は、大山街道において、従来のような車両の通行が困難になり、大山街道を通行していた車両を

区道 919号線に誘導することになったものである。渋谷区自身も、「(大山街道の)道路の線形が大

きく変わるため、交通の影響が懸念される。」(オオヤマカイドーニュース vol.5参照)と発信して

おり、大山街道環境整備事業によるその交通の影響を認識しているのだから、その交通への負荷・

影響を区道 919号線及びその周辺道路に負わせるという近隣関係住民の安全を無視した不公正な計

画を進めるのではなく、区道 919号線及びその周辺道路に係る現行の宮益坂地区計画を変更してほ

しい。 

また、近年の研究によれば、2011年の東日本大震災により活動期に入った地殻変動や、一定期間

ごとに起こる南海トラフ巨大地震による地盤の変動により、首都直下地震の現実的な脅威が予想さ

れており、それに伴って発生する火災や建物の倒壊リスク、超高層ビルの長周期地振動による被害

リスクが具体的に懸念されている。宮益坂地区に巨大な宿泊・集客施設等を建築することはそれ自

体、近隣住民の安全に著しく影響することであるほか、専ら生活道路として利用されている区道

919号線及びその周辺道路は、近隣住民にとって重要な避難経路として機能することが期待される

ものであり、これらの道路に巨大な宿泊・集客施設等の建築に伴い増加する車両交通の負荷まで負

わせることは近隣住民の避難にも悪影響を及ぼしかねない。現行の宮益坂地区計画はこの意味で

も、近隣住民の生命や安全への配慮がされていない。 

 

3 渋谷区の情報公開について 

渋谷区ホームページの「渋谷駅東口地区まちづくり」のサイトは、都市計画素案意見交換会を機

に改変され、宮益坂地区等の都市計画決定済の地区の(都市計画決定の手続きの際の)資料や「都市

計画案に対する意見書の要旨及び区の回答」等の情報が閲覧できず、渋谷二丁目 22地区の情報の

み閲覧できる状況となっている。宮益坂地区計画はまだ工事が着工されておらず、今後検討されて

いる渋谷一丁目 15地区等の都市計画素案とも密接な関連性を有するものである。渋谷区は「情報

の混乱を招かないよう(中略)該当する資料のみの掲載にした。」としているが、渋谷駅東口地区ま

ちづくりは一体として実施されているものであるから渋谷区は情報隠しをせずに、同サイトにおい

て、現時点で竣工していない他の渋谷駅東口地区地区計画も含めて情報を閲覧できるようにしてほ
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しい。 

  

4 再開発準備組合に対する指導等について 

①  前記 1の①のとおり、再開発準備組合は、「宮益坂地区 開発計画の概要に関する説明につい

て」(令和 4年 6月 24日～7月 4日 視聴用動画公開)以降、近隣関係住民に、宮益坂地区計画に

係る計画の進捗状況等について一切説明していない。 

東京都都市整備局は、中高層建築物を建築しようとする場合において、建築に係る計画の内容

を説明するのは建築主の義務であるとしているが、再開発準備組合はこの義務を履行していな

い。 

上記の「宮益坂地区 開発計画の概要に関する説明」について、東京都は、第 240回東京都都

市計画審議会において、「建築物の高さの 2倍の水平距離の範囲内に居住する方及び土地又は建

築物に関して権利を有する方を対象に開催案内を投函・郵送した上で、説明会を実施するととも

に、説明動画を公開した」と説明している。また、「再開発準備組合からは、工事計画の作成や

計画建物の詳細な設計などを行う中で、工事中及び竣工後のより良い生活環境の確保に向けた対

策の検討を進めるとともに工事前に説明会を開催し検討結果について近隣の方々に周知するな

ど、丁寧に説明や対応を行っていくと聞いております。」とも説明している。 

近隣関係住民は、宮益坂地区計画案に対して、プライバシーの侵害、日照、ビル風、鼠害、大

型車両の通行や駐車場設置による交通安全上の危険性の増大、排気ガス、騒音等のさまざまな懸

念を持っているので、渋谷区は、再開発準備組合に対して、東京都都市計画審議会での約束を守

り、近隣関係住民に丁寧な説明を行うよう指導してほしい。 

また、渋谷区は、今回の「都市計画原案に対する意見書の要旨及び区の回答」において、「該

当する再開発準備組合からは、複数回にわたり該当するマンションの管理組合と協議を行ってい

ると聞いております。」と事態を矮小化して手続きが問題なく進んでいるかのように見せる回答

をしているが、東京都中高層建築物の建築に係る紛争の予防と調整に関する条例第 6条に定める

近隣関係住民全般に対する説明会の開催のような、必要な手続きが行われていないことを無視し

ている。渋谷区は手続きが適切に進んでいるかのように装うのをやめ、誠実な対応をしてほし

い。 

②  渋谷区の定める「渋谷地区駐車場地域ルール」の「2.渋谷地区駐車場地域ルールの基本的な枠

組」に基づけば、宮益坂地区計画は、建築物の規模や周辺交通状況などの点から、駐車場の隔地

確保がなされるべき都市計画案となっており、同ルールの「6.隔地駐車場の確保」に基づけば、

宮益坂地区周辺地区は駅直近地区であるため、地区外からの隔地が抑制され、地区外の隔地がな

されるべき地区である。渋谷区は、再開発準備組合により駐車場の隔地確保が徹底されるように

してほしい。 

そして、渋谷区は、区道 919号線の相互通行化を取り止め、大型車両やホテル利用者送迎用の

バスが区道 919号線を頻繁に通行することを前提とした宮益坂計画を見直させて、近隣関係住民

の交通安全を確保してほしい。 

③ 上記の駐車場の隔地確保等が実現しなければ、近隣関係住民の交通安全上危険な状態は永遠に続

くことになってしまうので、180mの高さの高層建築物は見直す必要がある。渋谷区は、都市計画
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法等に基づき都市計画区域内での建築物の新築等について審査を行う職責を負っているので、再

開発準備組合に計画を見直すように指導してほしい。 

(以上) 


